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第３編 学校における固定遊具事故の現状分析と事故防止対策の実状 

第１章 災害共済給付データを活用した固定遊具事故の現状分析 
東京工業大学工学院機械系教授 西田 佳史 

Ⅰ はじめに 

学校の管理下で、治療費が５千円を超える負傷・疾病は毎年 100 万件近く起こってお

り [1]、JSC には膨大なデータが蓄積されている。しかし、従来の分析では，あらかじめ

項目化されたもののクロス集計がほとんどであり，自由記述文で表現された状況を分析

し、介入すべき課題の検討や介入法の開発を行うといった介入のデザインへはほとんど

データは用いられていない。また、疫学や公衆衛生分野では、リスク評価の基本統計量

として、リスク比（相対危険度）やオッズ比が用いられてきたが[2] 、自由記述文で表現

されている状況そのものをリスク評価の対象とすることに困難があった。 

一方、近年、機械学習が状況データの分析にも応用され始めており、データ可視化や

予測などの適用例が報告されているが、労働災害分野以外への適用例が少なく、特に、

子供や高齢者の傷害データへの適用例が乏しいことが指摘されている[3]。本章では、テ

キストマイニングを用いた状況分類と疫学や公衆衛生分野で用いられるリスク比によ

る評価手法を統合した分析方法（状況リスク比分析[4]）を用いた分析を報告する。詳細

な分析結果(12 種類の遊具)は、本報告書の資料編に示すが、ここでは、鉄棒、すべり台、

砂場の三種の遊具について述べることで、分析方法や資料編に示す図の読み取り方を解

説する。 

Ⅱ テキストマイニングを用いた状況データ分析（状況リスク比分析） 

疫学の分野でリスク要因の分析をする際の、最も重要な基本統計量にリスク比がある。 

リスク比とは、要因の暴露に対する反応率の比を表す指標であり、要因がない場合に比

べて、要因がある場合にリスクが何倍になるという評価が可能である[2]。しかし、従来

の疫学分野では、リスク要因として、喫煙の有無といった単語で表現できるような要因、

もしくは、その組み合わせで表現できる要因しか扱うことができず、本研究で対象とす

る状況、すなわち、人間と環境との相互作用の結果起こる事故の一連のプロセスが表現

されたものを直接、リスク要因として扱うことができない。今回用いた手法の概要を図

１に示す。基本的なアイデア

は、状況そのものをリスク要

因として分析可能とする点に

ある。まず、状況記述文を、状

況の間の類似度計算を可能に

するために、分散表現と呼ば

れる手法 [5]を用いて高次元ベ

クトル化する。次に、この高次

元ベクトルで表現された距離

空間で、類似状況を抽出し、抽 図１ 今回用いた状況分析手法の概要 

≠ 1
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出された類似状況ごとに、リスク比を評価することで重要な状況を抽出した。 

Ⅲ 分析結果の例 

JSC の災害共済給付制度によって収集された、2018 年度の全国の小学校、幼稚園、幼

保連携型認定こども園、保育所等で起きた事故のデータを使用した。対象データは災害

共済給付金請求時に集められるデータであり、全国の学校の 97%以上が加入しているた

め[1]、ほぼ 悉皆
し っ か い

データとして扱うことが可能なデータであり、世界でも貴重なデータ

となっている。５千円以上の治療費が必要だった事故のみが対象であるというバイアス

に留意する必要があるが、ケースがコントロールされていない悉皆データ相当のもので

あるため、リスク比の計算が可能となる。 

図２の左に、鉄棒に関連した事故の分類した結果、右に骨折のリスクが高い状況を

赤色で示した。各クラスターに分類された事例を確認していくことで図２の左側の周

辺部分に示したような典型的な事故発生メカニズムを知ることができる。同様に図３、

４にすべり台と砂場の結果を示した。 

図２ 鉄棒に関連した事故状況の分析結果 

図３ すべり台に関連した事故状況の分析結果 
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また、今回分析した３種類の遊具の分析から見えてきた共通リスク状況、および、遊

具固有のリスク状況を図５に示した。今回得られた知見をもとに傷害予防の 3E（環境

改善、教育・啓発改善、安全基準改善）の観点[6]から考察が可能である。 

鉄棒の環境改善に関しては、設置面の衝撃吸収性能の向上（設置面における砂場やゴ

ムの採用）、休憩時間における鉄棒付近の動線の制御が考えられる。今回の設置面の調査

からは、まだ設置面の対策が行われていない学校が多く存在することが明らかとなって

おり、落下位置が限られている鉄棒などでは大きな効果が見込まれる。また、啓発や安

全のためのルール改善に関しては、鉄棒には多種多様な技が存在しており、授業におけ

る技習得の段階的プログラムの作成や、落下速度が高い技を実施してよい鉄棒の指定な

どが考えられる。 

すべり台の環境改善については、手すりに指をひっかけて骨折するという事故が多発

しているため、指などがひっかかる場所を無くす改善が必要である。またすべり台から

転落する事故も多発しているため、すべり台付近の設置面の改善や安全策の設置も考え

図４ 砂場に関連した事故状況の分析結果 

図５ 鉄棒、すべり台、砂場の遊具に固有の事故状況と共通した事故状況 
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られる。 

砂場に関しては、幅跳び中の骨折事故が多発しており、砂場で走り幅跳びの練習を始

めるのではなく、マットの上で着地の練習をしてから砂場での練習に移るなど段階的な

スキル向上のトレーニング法開発が必要である。また、砂場が雨などで固くなり着地の

際に足首を捻るという事故も多発しているが、砂場自体は、適切に管理されていれば衝

撃吸収性能を持つことが知られており[7]、走り幅跳びの授業の前に固まっている砂場を

ほぐすという方法も考えられる。鉄棒、すべり台、砂場の三種以外の遊具については、

資料編第３章を参照いただきたい。 
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第２章 固定遊具の設置状況調査と事故防止対策の取組 

Ⅰ 設置状況調査 

学校・園における固定遊具の設置状況の実態を明らかにし、設置数を基準とした事故

率により各遊具の事故の発生頻度を把握するため設置状況調査を行った。 

１ 調査概要 

（１）調査の実施概要

【調査対象】 

災害共済給付制度に加入している、全ての小学校（義務教育学校前期課程、特別支

援小学部含む）、幼稚園（特別支援支援学校幼稚部含む）、幼保連携型認定こども園及

び保育所等 

【調査期間】 

令和２年９月１日（火）～令和２年 10 月２日（金） 

【調査方法】 

調査対象学校の設置者に「学校安全ナビ第 40 号、特別号、令和２年学校安全・災害

共済給付ガイド」の送付と併せて、調査票の送付を依頼し、学校等が直接 JSC に WEB

で回答（Web 回答が難しい場合は FAX で回答）した。 

【調査内容】  

各固定遊具について設置状況の有無、設置面の安全対策の有無（図２参照） 

（２）回答数・回答率

対象数 

（A） 

回答数 

（B） 

回答率 

（B/A） 

有効回答

数 

（C） 

有効回答

率 

（C/A） 

小学校 20,613 8,323 40.4% 8,094 39.3% 

幼稚園 8,384 2,738 32.7% 2,570 30.7% 

幼保連携型認定こども

園・保育所等 30,653 9,173 29.9% 8,463 27.6% 

計 59,650 20,234 33.9% 19,127 32.1% 

（３）校庭・園庭の有無別回答数・回答率

校庭（園庭）有（%） 校庭（園庭）無（%） 

小学校 7,987（98.7%） 107（1.3%） 

幼稚園 2,559（99.6%） 11（0.4%） 

幼保連携型認定こども

園・保育所等 7,697（90.9%） 766（9.1%） 

計 18,243（95.4%） 884（4.6%） 
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（４）都市規模別回答数・回答率

大都市 ※（%） 市 ※（%） 町・村 ※（%） 

小学校 1,447（17.9%） 5,476（67.6%） 1,171（14.5%） 

幼稚園 603（23.5%） 1,719（66.9%） 248（9.6%） 

幼保連携型認定こども

園・保育所等 2,022（23.9%） 5,598（66.1%） 843（10.0%） 

計 4,072（21.3%） 12,793（66.9%） 2,262（66.9%） 

※大都市 … 東京 23 区と指定都市、市 …「大都市」を除く市、町・村 … 町及び村

（５）用語の定義

・設置数 … 遊具設置有の数

・設置率 … 有効回答数に対する遊具設置有の割合

・設置面の安全対策率 … 設置数に対する設置面の安全対策有の割合

（６）推定設置数及び事故率の算出

設置数については、調査対象数の全数が回答したと仮定し、学校種ごとに推定設置

数を算定した。また推定設置数をもとに事故率を算出した。 

【推定設置数の算出式】  

推定設置数＝調査対象数÷有効回答数×実数、小数点以下四捨五入。 

小学校 … 調査対象数÷有効回答数≒2.55 

幼稚園 … 調査対象数÷有効回答数≒3.26 

幼保連携型認定こども園・保育所等 … 調査対象数÷有効回答数≒3.62 

【事故率の算出式】 

事故率＝平成 30 年度給付件数（医療費）÷推定設置数 

上記の算出式より、事故率とは、設置数１に対する１年間の事故の件数、つまり遊

具を設置している学校において１年間に１件事故が起きる確率を示す。 
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図１ 「学校における固定遊具による事故防止対策」調査研究事業実施に伴う各学校（園） 

における固定遊具の設置状況調査への御協力について（依頼） 
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図２ 固定遊具の設置状況調査票 
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２ 調査結果 

（１）総括

・ 学校種や都市規模の違いにより、固定遊具の設置率に違いが見られた。

・ 設置率について学校種別に見ると、設置率が高い順に小学校、幼稚園、幼保連携型認

定こども園・保育所等となった。

・ 設置面の安全対策率について学校種別に見ると、幼稚園や幼保連携型認定こども園・

保育所等の方が小学校より設置面の安全対策率が高い。

・ 小学校及び幼稚園においては、都市規模の違いにより設置率が大きく異なる遊具があ

る。一方で、幼保連携型認定こども園、保育所等においては、どの遊具においても町・

村、市、大都市の順で遊具の設置率が高い。

次ページから、固定遊具の設置状況について、学校種ごとに校庭の有無別及び都市規

模別にまとめた。また、推定設置数及び事故率について、学校種別ごとにまとめた。 
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（２）小学校の設置状況

・合計で各遊具を比較すると、鉄棒、砂場、雲てい、ぶらんこ、ジャングルジム、登り

棒の順で設置率が高く、上記遊具は全体の 70％以上の学校に設置されている。一方

で、回旋塔、遊動円木の設置率は 3％未満であった。

・どの遊具においても約半数が設置面の安全対策を行っており、校庭の有無別にみても

設置面の安全対策率は概ね同じ傾向である。

・都市規模別に見ると、総合遊具・アスレティックは大都市における設置率が高い。ま

た、ぶらんこ、シーソー、すべり台、固定タイヤは、大都市よりも、市や町・村の方

が、設置率が高い。

・設置面の安全対策率は、都市規模の違いにより全遊具に共通する差異は見られない。 

図３ 校庭の有無別固定遊具の設置状況（小学校） 
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図４ 都市規模別固定遊具の設置状況（小学校） 

表１ 推定設置数及び事故率（小学校／全体） 

（校） 

設置 有 無 
総計 事故率 

設置面の安全対策 有 無 計 

鉄棒 10,154 9,790 19,943 670 20,613 32.8% 

ぶらんこ 8,190 7,492 15,683 4,930 20,613 14.1% 

シーソー 2,233 2,233 4,467 16,146 20,613 7.2% 

回旋塔 265 252 517 20,096 20,613 6.6% 

すべり台 7,059 6,866 13,925 6,688 20,613 13.3% 

ジャングルジム 7,049 8,605 15,655 4,958 20,613 12.5% 

雲てい 7,803 9,458 17,262 3,351 20,613 16.8% 

登り棒 6,494 8,175 14,669 5,944 20,613 5.1% 

遊動円木 275 265 540 20,073 20,613 5.0% 

固定タイヤ 4,755 6,400 11,155 9,458 20,613 12.4% 

砂場 19,286 1,327 20,613 5.3% 

総合遊具・ 

アスレティック 2,460 2,282 4,742 15,871 20,613 37.8% 
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（３）幼稚園の設置状況

・合計で各遊具を比較すると、砂場、鉄棒、すべり台、ぶらんこの順で設置率が高

く、上記遊具は全体の 70％以上の学校に設置されている。

・小学校と比較し、総合遊具・アスレティックの設置率が高い。

・多くの遊具において、設置面の安全対策率が 70％以上を超えている。また、どの遊

具も設置面の安全対策率は 50％を超えている。

・都市規模別に見るとまた、大都市のぶらんこの設置率が市や町・村に比べて 20％以

上低い。

・設置面の安全対策率は、一部例外もあるが、大都市、市、町・村の順で高い。

図５ 園庭の有無別別固定遊具の設置状況（幼稚園） 
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図６ 都市規模別固定遊具の設置状況（幼稚園） 

表４ 推定設置数及び事故率（幼稚園／全体） 

（校） 

設置 有 無 
総計 事故率 

設置面の安全対策 有 無 計 

鉄棒 6,264 1,272 7,536 848 8,384 6.6% 

ぶらんこ 5,530 825 6,355 2,029 8,384 3.8% 

シーソー 408 189 597 7,787 8,384 2.2% 

回旋塔 320 157 476 7,908 8,384 1.9% 

すべり台 6,120 1,406 7,526 858 8,384 8.6% 

ジャングルジム 3,634 1,788 5,422 2,962 8,384 4.3% 

雲てい 4,391 1,096 5,487 2,897 8,384 8.2% 

登り棒 3,654 1,122 4,776 3,608 8,384 1.7% 

遊動円木 157 59 215 8,169 8,384 3.3% 

固定タイヤ 1,214 936 2,150 6,234 8,384 1.9% 

砂場 8,280 104 8,384 3.7% 

総合遊具・ 

アスレティック 3,853 799 4,652 3,732 8,384 14.1% 
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（４）幼保連携型認定こども園・保育所等の設置状況

・合計で各遊具を比較すると、砂場、すべり台、鉄棒の順で設置率が高く、上記遊具は

全体の 70％以上の設置率である。一方で、他の遊具は設置率が 50％未満である。

・小学校と比較し、総合遊具・アスレティックの設置率が高い。

・多くの遊具において、設置面の安全対策率が 70％以上を超えている。また、どの遊具

も設置面の安全対策率は 50％を超えている。

・どの遊具においても、町・村、市、大都市の順で遊具の設置率が高い。

・設置面の安全対策率においては、鉄棒、ジャングルジム、雲ていは大都市の方が市、

町・村と比べ割合が高い。一方で、シーソー、回旋塔については、町・村の方が、大

都市、市と比べ割合が高い。

図７ 園庭の有無別固定遊具の設置状況（幼保連携型認定こども園・保育所等） 
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図８ 都市規模別固定遊具の設置状況（幼保連携型認定こども園・保育所等） 

表７ 推定設置数及び事故率（幼保連携型認定こども園・保育所等／全体） 

（校） 

設置 有 無 
総計 事故率 

設置面の安全対策 有 無 計 

鉄棒 18,034 3,680 21,714 8,939 30,653 4.5% 

ぶらんこ 13,202 2,032 15,234 15,419 30,653 2.2% 

シーソー 598 304 902 29,751 30,653 2.4% 

回旋塔 377 181 558 30,095 30,653 1.6% 

すべり台 19,131 3,973 23,105 7,548 30,653 5.7% 

ジャングルジム 9,414 4,245 13,659 16,994 30,653 3.3% 

雲てい 9,178 2,126 11,304 19,349 30,653 6.0% 

登り棒 9,041 2,347 11,388 19,265 30,653 1.3% 

遊動円木 254 105 359 30,294 30,653 5.0% 

固定タイヤ 3,071 2,057 5,129 25,524 30,653 1.9% 

砂場 27,542 3,111 30,653 3.5% 

総合遊具・ 

アスレティック 9,939 1,797 11,735 18,918 30,653 9.7% 
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ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

2
,
5
2
2

1
,
1
2
3

3
,
6
4
5

4
,
0
5
2

7
,
6
9
7

6
9
.
2
%

3
0
.
8
%

4
7
.
4
%

5
2
.
6
%

雲
て
い

2
,
4
8
0

5
5
3

3
,
0
3
3

4
,
6
6
4

7
,
6
9
7

8
1
.
8
%

1
8
.
2
%

3
9
.
4
%

6
0
.
6
%

登
り
棒

2
,
4
5
6

6
3
2

3
,
0
8
8

4
,
6
0
9

7
,
6
9
7

7
9
.
5
%

2
0
.
5
%

4
0
.
1
%

5
9
.
9
%

遊
動
円
木

5
9

1
9

7
8

7
,
6
1
9

7
,
6
9
7

7
5
.
6
%

2
4
.
4
%

1
.
0
%

9
9
.
0
%

固
定
タ
イ
ヤ

8
2
8

5
6
1

1
,
3
8
9

6
,
3
0
8

7
,
6
9
7

5
9
.
6
%

4
0
.
4
%

1
8
.
0
%

8
2
.
0
%

砂
場

7
,
2
4
8

4
4
9

7
,
6
9
7

9
4
.
2
%

5
.
8
%

総
合
遊
具
・

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

2
,
6
3
2

4
6
5

3
,
0
9
7

4
,
6
0
0

7
,
6
9
7

8
5
.
0
%

1
5
.
0
%

4
0
.
2
%

5
9
.
8
%

表
８

園
庭
の
有
無
別
固
定
遊
具
の
設
置
状
況
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
等
）

校
庭
無
し

（
校
）

設
置

有
無

総
計

設
置
面
の

安
全
対
策

有
無

計

鉄
棒

1
4
5

1
0
3

2
4
8

5
1
8

7
6
6

5
8
.
5
%

4
1
.
5
%

3
2
.
4
%

6
7
.
6
%

ぶ
ら
ん
こ

2
0
1

9
2

2
9
3

4
7
3

7
6
6

6
8
.
6
%

3
1
.
4
%

3
8
.
3
%

6
1
.
7
%

シ
ー
ソ
ー

3
6

2
6

6
2

7
0
4

7
6
6

5
8
.
1
%

4
1
.
9
%

8
.
1
%

9
1
.
9
%

回
旋
塔

6
1
4

2
0

7
4
6

7
6
6

3
0
.
0
%

7
0
.
0
%

2
.
6
%

9
7
.
4
%

す
べ
り
台

2
5
4

1
1
9

3
7
3

3
9
3

7
6
6

6
8
.
1
%

3
1
.
9
%

4
8
.
7
%

5
1
.
3
%

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

7
7

4
9

1
2
6

6
4
0

7
6
6

6
1
.
1
%

3
8
.
9
%

1
6
.
4
%

8
3
.
6
%

雲
て
い

5
4

3
4

8
8

6
7
8

7
6
6

6
1
.
4
%

3
8
.
6
%

1
1
.
5
%

8
8
.
5
%

登
り
棒

4
0

1
6

5
6

7
1
0

7
6
6

7
1
.
4
%

2
8
.
6
%

7
.
3
%

9
2
.
7
%

遊
動
円
木

1
1

1
0

2
1

7
4
5

7
6
6

5
2
.
4
%

4
7
.
6
%

2
.
7
%

9
7
.
3
%

固
定
タ
イ
ヤ

2
0

7
2
7

7
3
9

7
6
6

7
4
.
1
%

2
5
.
9
%

3
.
5
%

9
6
.
5
%

砂
場

3
5
6

4
1
0

7
6
6

4
6
.
5
%

5
3
.
5
%

総
合
遊
具
・

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

1
1
2

3
1

1
4
3

6
2
3

7
6
6

7
8
.
3
%

2
1
.
7
%

1
8
.
7
%

8
1
.
3
%
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大
都

市
（

校
）

設
置

有
無

総
計

設
置
面
の

安
全
対
策

有
無

計

鉄
棒

1
,
0
3
2

1
5
9

1
,
1
9
1

8
3
1

2
,
0
2
2

8
6
.
6
%

1
3
.
4
%

5
8
.
9
%

4
1
.
1
%

ぶ
ら
ん
こ

4
5
4

9
3

5
4
7

1
,
4
7
5

2
,
0
2
2

8
3
.
0
%

1
7
.
0
%

2
7
.
1
%

7
2
.
9
%

シ
ー
ソ
ー

3
2

1
8

5
0

1
,
9
7
2

2
,
0
2
2

6
4
.
0
%

3
6
.
0
%

2
.
5
%

9
7
.
5
%

回
旋
塔

1
5

1
0

2
5

1
,
9
9
7

2
,
0
2
2

6
0
.
0
%

4
0
.
0
%

1
.
2
%

9
8
.
8
%

す
べ
り
台

1
,
0
7
6

2
1
4

1
,
2
9
0

7
3
2

2
,
0
2
2

8
3
.
4
%

1
6
.
6
%

6
3
.
8
%

3
6
.
2
%

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

5
2
0

1
5
6

6
7
6

1
,
3
4
6

2
,
0
2
2

7
6
.
9
%

2
3
.
1
%

3
3
.
4
%

6
6
.
6
%

雲
て
い

3
7
7

5
4

4
3
1

1
,
5
9
1

2
,
0
2
2

8
7
.
5
%

1
2
.
5
%

2
1
.
3
%

7
8
.
7
%

登
り
棒

4
4
8

7
4

5
2
2

1
,
5
0
0

2
,
0
2
2

8
5
.
8
%

1
4
.
2
%

2
5
.
8
%

7
4
.
2
%

遊
動
円
木

1
1

1
1

2
2

2
,
0
0
0

2
,
0
2
2

5
0
.
0
%

5
0
.
0
%

1
.
1
%

9
8
.
9
%

固
定
タ
イ
ヤ

1
0
6

6
4

1
7
0

1
,
8
5
2

2
,
0
2
2

6
2
.
4
%

3
7
.
6
%

8
.
4
%

9
1
.
6
%

砂
場

1
,
6
3
7

3
8
5

2
,
0
2
2

8
1
.
0
%

1
9
.
0
%

総
合
遊
具
・

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

4
8
1

7
5

5
5
6

1
,
4
6
6

2
,
0
2
2

8
6
.
5
%

1
3
.
5
%

2
7
.
5
%

7
2
.
5
%

表
９

都
市
規
模
別
固
定
遊
具
の
設
置
状
況
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
等
）

市
（

校
）

設
置

有
無

総
計

設
置
面
の

安
全
対
策

有
無

計

鉄
棒

3
,
4
0
4

7
4
0

4
,
1
4
4

1
,
4
5
4

5
,
5
9
8

8
2
.
1
%

1
7
.
9
%

7
4
.
0
%

2
6
.
0
%

ぶ
ら
ん
こ

2
,
6
8
7

3
8
9

3
,
0
7
6

2
,
5
2
2

5
,
5
9
8

8
7
.
4
%

1
2
.
6
%

5
4
.
9
%

4
5
.
1
%

シ
ー
ソ
ー

1
0
3

5
4

1
5
7

5
,
4
4
1

5
,
5
9
8

6
5
.
6
%

3
4
.
4
%

2
.
8
%

9
7
.
2
%

回
旋
塔

7
2

3
4

1
0
6

5
,
4
9
2

5
,
5
9
8

6
7
.
9
%

3
2
.
1
%

1
.
9
%

9
8
.
1
%

す
べ
り
台

3
,
6
3
8

7
6
4

4
,
4
0
2

1
,
1
9
6

5
,
5
9
8

8
2
.
6
%

1
7
.
4
%

7
8
.
6
%

2
1
.
4
%

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

1
,
7
8
0

8
8
4

2
,
6
6
4

2
,
9
3
4

5
,
5
9
8

6
6
.
8
%

3
3
.
2
%

4
7
.
6
%

5
2
.
4
%

雲
て
い

1
,
8
5
0

4
5
2

2
,
3
0
2

3
,
2
9
6

5
,
5
9
8

8
0
.
4
%

1
9
.
6
%

4
1
.
1
%

5
8
.
9
%

登
り
棒

1
,
7
6
8

5
0
9

2
,
2
7
7

3
,
3
2
1

5
,
5
9
8

7
7
.
6
%

2
2
.
4
%

4
0
.
7
%

5
9
.
3
%

遊
動
円
木

4
9

1
5

6
4

5
,
5
3
4

5
,
5
9
8

7
6
.
6
%

2
3
.
4
%

1
.
1
%

9
8
.
9
%

固
定
タ
イ
ヤ

6
2
8

4
2
0

1
,
0
4
8

4
,
5
5
0

5
,
5
9
8

5
9
.
9
%

4
0
.
1
%

1
8
.
7
%

8
1
.
3
%

砂
場

5
,
1
5
9

4
3
9

5
,
5
9
8

9
2
.
2
%

7
.
8
%

総
合
遊
具
・

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

1
,
9
5
8

3
4
4

2
,
3
0
2

3
,
2
9
6

5
,
5
9
8

8
5
.
1
%

1
4
.
9
%

4
1
.
1
%

5
8
.
9
%

町
・

村
（

校
）

設
置

有
無

総
計

設
置
面
の

安
全
対
策

有
無

計

鉄
棒

5
4
3

1
1
7

6
6
0

1
8
3

8
4
3

8
2
.
3
%

1
7
.
7
%

7
8
.
3
%

2
1
.
7
%

ぶ
ら
ん
こ

5
0
4

7
9

5
8
3

2
6
0

8
4
3

8
6
.
4
%

1
3
.
6
%

6
9
.
2
%

3
0
.
8
%

シ
ー
ソ
ー

3
0

1
2

4
2

8
0
1

8
4
3

7
1
.
4
%

2
8
.
6
%

5
.
0
%

9
5
.
0
%

回
旋
塔

1
7

6
2
3

8
2
0

8
4
3

7
3
.
9
%

2
6
.
1
%

2
.
7
%

9
7
.
3
%

す
べ
り
台

5
6
8

1
1
9

6
8
7

1
5
6

8
4
3

8
2
.
7
%

1
7
.
3
%

8
1
.
5
%

1
8
.
5
%

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

2
9
9

1
3
2

4
3
1

4
1
2

8
4
3

6
9
.
4
%

3
0
.
6
%

5
1
.
1
%

4
8
.
9
%

雲
て
い

3
0
7

8
1

3
8
8

4
5
5

8
4
3

7
9
.
1
%

2
0
.
9
%

4
6
.
0
%

5
4
.
0
%

登
り
棒

2
8
0

6
5

3
4
5

4
9
8

8
4
3

8
1
.
2
%

1
8
.
8
%

4
0
.
9
%

5
9
.
1
%

遊
動
円
木

1
0

3
1
3

8
3
0

8
4
3

7
6
.
9
%

2
3
.
1
%

1
.
5
%

9
8
.
5
%

固
定
タ
イ
ヤ

1
1
4

8
4

1
9
8

6
4
5

8
4
3

5
7
.
6
%

4
2
.
4
%

2
3
.
5
%

7
6
.
5
%

砂
場

8
0
8

3
5

8
4
3

9
5
.
8
%

4
.
2
%

総
合
遊
具
・

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

3
0
5

7
7

3
8
2

4
6
1

8
4
3

7
9
.
8
%

2
0
.
2
%

4
5
.
3
%

5
4
.
7
%
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Ⅱ 固定遊具の事故防止対策の取組 

１ 実状調査の実施概要 

小学校並びに幼稚園、幼保連携型認定こども園、及び保育所等（以下「小学校・園等」と

いう。）において、遊具でのけがを防止するために児童・園児が遊具を使用する際、どのよ

うなことに気を付けているのか、使用の際の注意点や遊具の管理方法等について、JSC 各地

域事務所管内の小学校・園等の協力を得て、調査を行った。 

（１）調査の目的

災害報告書等では得ることのできない学校安全（安全教育、安全管理、組織活動）の実

例（具体的には、固定遊具使用の際の注意点や固定遊具の管理方法等の取組の実例）を収

集し、学校災害防止調査研究委員会の固定遊具の事故防止対策の資料として使用すること

を目的とする。 

（２）調査期間

令和２年９月８日～１０月２７日

（３）調査方法

固定遊具に対する事故防止対策を実施している小学校・園等に調査を行うこととし、調

査校・園等の選定については、以下の指定の中で地域の事情を勘案して行った。 

・調査協力学校・園  ※（ ）は児童・園児数 

仙 台：米沢市立松川小学校（296 人）  ・学校法人富沢学園大野田幼稚園（317 人）

東 京：世田谷区立若林小学校（469 人） ・私立保育園（136 人） 

名古屋：豊橋市立津田小学校（188 人）  ・名古屋市立はとり幼稚園（ 29 人）

大 阪：学校法人大阪初芝学園はつしば学園小学校（515 人）・大阪市立常盤幼稚園（102 人） 

広 島：広島市立上温品小学校（270 人） ・広島市立落合東幼稚園（ 13 人） 

福 岡：福岡市立壱岐小学校（897 人）  ・学校法人宗学園松崎幼稚園（390 人）

・調査内容

 学校災害防止調査研究委員会で作成した調査用紙「固定遊具の事故防止対策調査票」

の質問内容に沿って、各地域事務所担当者が小学校・園等の実状について聞き取り調査

を行った。 

なお、調査用紙の質問内容のほかに、小学校・園等で事故防止のため作成し、使用し

ている資料（学校平面図、年間指導計画表、点検表や点検マニュアル、危機管理マニュ

アル、固定遊具に関する研修資料、家庭や地域向けに配布した「学校だより」等の資料、

その他参考となり得る資料(授業中に配布・使用した資料、校内の掲示物、遊び方のル

ール）等を収集した。 

また、学校・園等に設置されている固定遊具の写真を撮影した。撮影した写真につい

ては、本書でその一部を掲載している。 

53



【独立行政法人日本スポーツ振興センター
　学校災害防止調査研究委員会】 別紙１

所在地　 〒 電話番号

校（園）長名 調査対応者（学校） 調査対応者（設置者）

男子数 女子数 合計人数

固定遊具の事故状況の概要
２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

医療費
障害見舞金
死亡見舞金

遊具での事故状況（平成30年度）
懸垂運動 登はん運動 滑降 揺動 平衡運動 回転動 上下動 その他

＜注意事項＞
※「所有する固定遊具の種類」の記入は、該当する固定遊具に○をつけ、台数を記入してください。
※各固定遊具は写真を撮影し、添付してください。また、校庭・園庭の平面図も添付してください。

登はん運動系（保有数　　　台）

1.ジャングルジム　　　（　　　　台） 　 2.登り棒（はん登棒）（　　　台） 　　　3.太鼓はしご　　（　　　台） 
4.ネットクライマー（　　　台）　　5.ロープクライマー　（　　　　台）　　6.その他（ ）（　　　台）

調査校選定理由

事務所名 調査担当者 調査年月日

懸垂運動系（保有数　　　台）

1.雲てい　　　　(　　　台） 2.鉄棒 （　　　台） 
3.その他（ ）（　　　台）

その他（複合遊具等）（保有数　　　台）

1.総合遊具・アスレティック（　　　　台）　　2.固定タイヤ（ 台）　　3.砂場（ 台）
4.その他【名称（ ）】　　5.その他【名称（ ）】

1.回旋塔 （　　　　台）　  2.回転ジャングルジム（グローブジャングルジム）（　　　　台）
3.その他( ）  （　　　　台）

回転動系（保有数　　　台）

1.滑り台（ステンレス）　（　　　　台）    　2.滑り台（木） （　　　　台）
3.滑り台（ローラ―）　　 （　　　　台）　　　4.その他（ ）（　　　　台）

揺動系（保有数　　　台）

1.ぶらんこ（一方向ぶらんこ)  （　　　台） 2. タイヤぶらんこ（全方向ぶらんこ）（　　　台） 
3.遊動円木 （　　　台） 4.箱ぶらんこ（揺りかご型） （　　　台）
5.スプリング遊具 （　　　台） 6.その他（　　　　　　　） （　　　台）

平衡運動系（保有数　　　台）

1.プレイウォール （　　　　台）  2.平均台（　　　　台）    3.その他（ ）（　　　台）

上下動系（保有数　　　台）

1.シーソー （　　　　台）  　2.その他（ ）（　　　台）

固定遊具の事故防止対策調査票

学校（園）名

災害統計システムによる統計情報　　（日本スポーツ振興センターにて入力）

教職員数 学級数 児童園児等の人数

所有する
固定遊具の種類

学校（園）の規模

学校の概要

・

・

滑降系（保有数　　　台）
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【別添資料】　小学校

３
学
校
に
お
け
る
安
全
管
理

（１)学校環境の安全管理における対策実例（対物管理）　　※固定遊具を中心に学校安全全般の質問
①貴校における安全点検は、どのくらいの頻度でどのような点検を行っていますか。
また、固定遊具に対する安全点検についても頻度・内容を教えてください。

③固定遊具の安全点検をする上で、難しい点、困っている点などはありますか。

②点検の結果、固定遊具の不具合、破損等が見つかった場合、どのように改善・修繕を実施していますか。

２
学
校
に
お
け
る
安
全
教
育

（１）安全教育の年間指導計画（安全教育の目標） ※固定遊具に特化した質問
①固定遊具の正しい使い方、安全な使い方について、児童等にいつ、どのように教えるか、あらかじめ計画
（年間の指導計画）を　立てて実施していますか。

②計画を立てて実施している場合は、計画作成に当たりどんな点に留意されていますか。

（２)安全教育における対策実例 ※固定遊具に特化した質問
①固定遊具の安全（正しい使い方、安全な使い方等）について、児童等に対し、どのような教育を行っていますか。
事故防止のため、特に力を入れて取り組んでいること等、具体的な指導例等ありましたら教えてください。

学校名

１
固
定
遊
具
に
お
け
る

遊
具
遊
び
及
び
遊
具
事
故
の
現
状

①最近2～3年間の傾向として、どんな固定遊具で、どんなけがをする児童が多いと感じますか。

②どんな固定遊具に人気がありますか。

③固定遊具でどんな遊び方をしていることが多いですか。

④過去10年以内に、学校敷地から撤去した固定遊具はありますか。
あれば、遊具名と撤去時期、撤去理由を教えてください。（記録に残る範囲でご回答ください）
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②固定遊具の安全な遊び方について、家庭向けに情報発信していることはありますか。
（夏休み等の長期休暇を前にした安全指導を含めて）

４
安
全
に
関
す
る
組
織
活
動

（１）校内の協力体制 ※学校安全全般の質問
①校務分掌、危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）等において、危険等発生時の教職員の役割分担と責任が
明確になっていますか。

②学校安全に対して、職員会議、学年会など組織的な協力体制が確立していますか。

③危機管理マニュアルに沿った役割分担で事故対応に当たれましたか。改善点等はありましたか。
（実際に事故が発生している学校の場合）

（２）教職員の共通理解と研修 ※固定遊具を中心に学校安全全般の質問

①事故発生の未然防止や事故発生に備えた事前の取組として、安全に関する知識・技能を向上させるための校内研修は
計画的に実施していますか。　研修を行っている場合、どんな研修をしていますか。
また、固定遊具に関する研修は行っていますか。（事故防止や安全点検の観点から）

②教育委員会等が行う教職員研修や外部研修の中で、固定遊具（安全点検の実施を含む）に関する研修を受けたことが
ある教職員はいますか。

（３）家庭地域との連携 ※固定遊具を中心に学校安全全般の質問
①「学校だより」等を活用し、家庭や地域でも安全に関する取組が行われるよう、指導依頼や情報提供などをしています
か。

３
学
校
に
お
け
る
安
全
管
理

（２）学校生活の安全管理における対策実例（対人管理） ※固定遊具を中心に学校安全全般の質問
①自校で発生した事故の情報は、どのように把握・管理していますか。また、事故の情報等をどのようにして教職員間で
共有していますか。

②主に固定遊具における事故防止の観点から、特に休憩時間中の安全管理について、留意している対策等があれば
教えてください。
・見回りをしていますか　　・遊具ごとに遊び方のルールを設けていますか

③体育活動における鉄棒・砂場での事故防止の観点から、体育の授業中の安全管理について、留意している対策等が
あれば教えてください。（小学校のみの質問）

56



【独立行政法人日本スポーツ振興センター
学校災害防止調査研究委員会】

６
そ
の
他

①日常的に、全国における遊具事故をはじめとした事故等に関する情報（点検の仕方等を含む）はどのように
入手していますか。

③その他、ＪＳＣへのご意見、ご要望があれば教えてください。

②ＪＳＣからどんな情報提供があれば、学校現場で役に立つと思いますか。（固定遊具の安全を中心にしつつ広く全般に）

５
固
定
遊
具
に
お
け
る

特
徴
的
な
対
応
事
例

①固定遊具の事故（※自校に限らず）等を踏まえ、設置された固定遊具自体に、または固定遊具の利用ルール等に改善
を加えた点があれば教えてください。（遊具別に）

②近年、新たに設置された固定遊具がある場合、安全面に配慮した特徴的なポイント等があれば教えてください。
（過去10年間のうち、記録に残る範囲でご回答ください）
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【別添資料】　幼稚園、幼保連携型認定こども園、保育所等

学校名

（１）安全教育の年間指導計画（安全教育の目標） ※固定遊具に特化した質問

（１)園環境の安全管理における対策実例（対物管理）　　※固定遊具を中心に学校安全全般の質問

２
園
に
お
け
る
安
全
教
育 ①固定遊具の安全（正しい使い方、安全な使い方等）について、児童等に対し、どのような教育を行っていますか。

事故防止のため、特に力を入れて取り組んでいること等、具体的な指導例等ありましたら教えてください。

①固定遊具の正しい使い方、安全な使い方について、児童等にいつ、どのように教えるか、あらかじめ計画
（年間の指導計画）を立てて実施していますか。

３
園
に
お
け
る
安
全
管
理

①最近2～3年間の傾向として、どんな固定遊具で、どんなけがをする児童が多いと感じますか。

②どんな固定遊具に人気がありますか。

（２)安全教育における対策実例 ※固定遊具に特化した質問

②計画を立てて実施している場合は、計画作成に当たりどんな点に留意されていますか。

②点検の結果、固定遊具の不具合、破損等が見つかった場合、どのように改善・修繕を実施していますか。

③固定遊具でどんな遊び方をしていることが多いですか。

①貴園における安全点検は、どのくらいの頻度でどのような点検を行っていますか。
また、固定遊具に対する安全点検についても頻度・内容を教えてください。

③固定遊具の安全点検をする上で、難しい点、困っている点などはありますか。

④過去10年以内に、園の敷地から撤去した固定遊具はありますか。
あれば、遊具名と撤去時期、撤去理由を教えてください。（記録に残る範囲でご回答ください）

１
固
定
遊
具
に
お
け
る

遊
具
遊
び
及
び
遊
具
事
故
の
現
状
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②主に固定遊具における事故防止の観点から、保育中の安全管理について、留意している対策等があれば
教えてください。
・見回りをしていますか　　・遊具ごとに遊び方のルールを設けていますか

②学校安全に対して、職員会議、学年会など組織的な協力体制が確立していますか。

４
安
全
に
関
す
る
組
織
活
動

（１）園内の協力体制 ※学校安全全般の質問

（２）教職員の共通理解と研修 ※固定遊具を中心に学校安全全般の質問

（３）家庭地域との連携 ※固定遊具を中心に学校安全全般の質問

①自園で発生した事故の情報は、どのように把握・管理していますか。また、事故の情報等をどのようにして教職員間で
共有していますか。

③危機管理マニュアルに沿った役割分担で事故対応に当たれましたか。改善点等はありましたか。
（実際に事故が発生している学校の場合）

①校務分掌、危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）等において、危険等発生時の教職員の役割分担と責任が
明確になっていますか。

（２）園生活の安全管理における対策実例（対人管理） ※固定遊具を中心に学校安全全般の質問

①「園だより」等を活用し、家庭や地域でも安全に関する取組が行われるよう、指導依頼や情報提供などをしていますか。

②固定遊具の安全な遊び方について、家庭向けに情報発信していることはありますか。
（夏休み等の長期休暇を前にした安全指導を含めて）

①事故発生の未然防止や事故発生に備えた事前の取組として、安全に関する知識・技能を向上させるための校内研修は
計画的に実施していますか。　研修を行っている場合、どんな研修をしていますか。
また、固定遊具に関する研修は行っていますか。（事故防止や安全点検の観点から）

②教育委員会等が行う教職員研修や外部研修の中で、固定遊具（安全点検の実施を含む）に関する研修を受けたことが
ある教職員はいますか。

３
園
に
お
け
る
安
全
管
理
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６
そ
の
他

５
固
定
遊
具
に
お
け
る

特
徴
的
な
対
応
事
例

②近年、新たに設置された固定遊具がある場合、安全面に配慮した特徴的なポイント等があれば教えてください。
（過去10年間のうち、記録に残る範囲でご回答ください）

①日常的に、全国における遊具事故をはじめとした事故等に関する情報（点検の仕方等を含む）はどのように
入手していますか。

②ＪＳＣからどんな情報提供があれば、保育現場で役に立つと思いますか。（固定遊具の安全を中心にしつつ広く全般に）

③その他、ＪＳＣへのご意見、ご要望があれば教えてください。

①固定遊具の事故（※自園に限らず）等を踏まえ、設置された固定遊具自体に、または固定遊具の利用ルール等に改善
を加えた点があれば教えてください。（遊具別に）
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２ 小学校の固定遊具の事故防止対策の実状

（１）固定遊具における遊具遊び及び遊具事故の現状

ア 最近２～３年間の傾向として、どんな固定遊具で、どんなけがをする児童が多いと感じま

すか。

イ どんな固定遊具に人気がありますか。

ウ 固定遊具でどんな遊び方をしていることが多いですか。

エ 過去 10年以内に、園の敷地から撤去した固定遊具はありますか。

あれば、遊具名と撤去時期、撤去理由を教えてください。

・雲 て い：数本飛ばしで前へ進む。 

・固 定 タ イ ヤ：陣取りゲームをしている。

・総合遊具・アスレティック：鬼ごっこをしていて逃げ込む。

網やロープ等を伝って遊具の展望部に登ったり、降りたりする。 

・遊具間のパーツからパーツへの飛び移りをよく見る。

・休み時間の遊びとしては追いかけっこが最も多く、子ども達が勢いよく遊具に向かって駆け込んで行く

姿をよく見かける。

・ジャングルジム：校地の都合

・ぶ ら ん こ：4年前から使用禁止。予算がなかなかつかないが、撤去予定

・木製アスレティック：老朽化

・鉄 棒 ・ 雲 て い：落下による骨折

（新型コロナウイルスに伴う長期休暇明けに、軽微な災害でも骨折することがあった。） 

・ジャングルジム：飛び降りて擦り傷を負う、骨折する。

・総合遊具・アスレティック：上方の丸太から、足を滑らせて転落

鬼ごっこをしていて遊具に逃げ込み、飛び降りる際、着地に失敗し負傷する。 

・そ の 他：遊具の近くで鬼ごっこをしていて、前方不注意で遊具にぶつかる。 

・特 に な し：総合遊具では、高い所に登って遊ぶので、児童生徒自身が遊び方によってはけがを

することを認識しており、気を付けて遊んでいると考えられ、結果的にけがは少な

い。 

・雲てい ・鉄棒 ・ジャングルジム ・登り棒 ・すべり台 ・ぶらんこ ・総合遊具・アスレティック

※休み時間の観察では、固定遊具を一輪車の練習時の補助として使う子がとても多く見られた。
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（２）学校における安全教育

① 安全教育の年間指導計画（安全教育の目標）

ア 固定遊具の正しい使い方、安全な使い方について、児童等にいつ、どのように教えるか、

あらかじめ計画（年間の指導計画）を立てて実施していますか。

＜提供資料：生活の約束＞ 

（学年ごと） 

・保健体育部の指導の中で、低学年は体育で、その他の学年は学級活動で指導を行っている。

・１年生の体育の時間に、固定遊具の安全な使い方を遊具ごとに教えている。２年生以上は、課題があった

時にその都度指導している。

・１年生には、４月に遊具関係の指導を手厚く行っている。鉄棒、砂場等、遊びの時とは異なる体育の時の

使用目的と方法を伝え、使い方を区別する必要があることや、遊具を使用した際に、少しでも異常を感じ

たならば教員に知らせる指導を行っている。

・１年生には、年度当初に遊具の使い方・遊び方・安全面やルール遵守等を生活科との繋がりも含めて指導

し、事故防止に努めている。

（時期ごと） 

・学校安全計画に基づいて、毎年４月当初に、新１年生を中心に生活安全で校庭遊びの仕方を指導する中で

遊具の正しい使い方、体育において固定施設の使い方について指導している。また、梅雨時期の６月にも

生活安全で遊具の使い方を指導している。

・４月に体育の授業で遊具の安全な使い方を指導する。特に新１年生は、安全な遊び方やルール等を学ぶ。

５月には２～６年生の児童に、休み時間に他学年の児童と一緒に安全に使うよう指導する。
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イ 計画を立てて実施している場合は、計画作成に当たりどんな点に留意されていますか。

＜提供資料：年間指導計画＞ 

・年度当初は、学年ごとに生活のきまり（遊具の使い方）を確認するよう配置している。

・毎年４月がポイントだと考えており、児童だけでなく新規に異動してきた教職員にも遊具の確認、安全指

導を行っている。新任者の新しい目で見てもらって遊具の安全に対しての意見交換を行い、考え方を常に

アップデートし、安全に関する情報を共有している。

・６月には、雨で滑る等の環境要因により発生する事故や、追いかけっこ等走ってしまう児童への指導につ

いて留意している。物にぶつかったり、子ども同士がぶつかったりするとどうしても身体の小さい低学年

がケガをしてしまうので、特に注意している。（けがは特に１年生に多いので、休み時間に遊ぶ際には黄色

い帽子をかぶることを必須にし、周囲に注意を促している。）

・子どもの実態を把握し、季節や行事、他教科との関連も考えて計画を作成している。
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② 安全教育における対策実例  

ア 固定遊具の安全（正しい使い方、安全な使い方等）について、児童等に対し、どのような

教育を行っていますか。事故防止のため、特に力を入れて取り組んでいること等、具体的

な指導例等ありましたら教えてください。 

 

＜提供資料：休み時間のルール＞ 

  

（遊具の使い方） 

・雲ていでは、足がつかない高さの所は、支援できる大人がいる時に挑戦するよう指導している。 

（ルール） 

・雲ていの使用は３年生以上とし、利用する際は一方通行での利用を指導している。 

・遊具の使用中は、ボール当てや鬼ごっこなどのようにスピードが出る遊びは禁止している。 

・ジャングルジムから飛び降りて負傷（骨折等）する事故が起こったため、「高いところからは飛び降りな

い」という指導を行っている。 

（環境整備） 

・休憩時間の遊ぶスペースは、リスク軽減のため、学年によって曜日ごとに遊ぶ場所を指定（校庭か体育館

か）している。 

（指導法） 

・体育時は、準備運動を丁寧に行うことを教職員で確認している。 

・授業の前の安全指導を実施している。 

・年度初めは、慣れていない１年生の遊具利用は、徐々に進めるよう指導している。 

・遊具使用のルールは、ホームルーム等で各担任から児童生徒に伝えている。 

・年度当初に、1 年生の生活科・体育の授業の中で遊具について指導しているが、職員も副読本で共通理解

を図った上で指導を徹底している。 

・年度始めに、全生徒の家庭に配布するハンドブックに、校庭で遊ぶ時の注意事項（雨の日の校庭の使用禁

止等）を掲載している。内容は生活指導担当、養護教諭等が中心になって作成・更新する。 

・遊具による骨折事故と交通事故が続いたので、緊急の臨時全校集会を開き、命の大切さ等について指導を

行った。 
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（３）学校における安全管理 

① 学校環境の安全管理における対策実例（対物管理） 

（※固定遊具を中心に学校安全全般について） 

ア 安全点検は、どのくらいの頻度でどのような点検を行っていますか。 

また、固定遊具に対する安全点検についても頻度・内容を教えてください。  

 
イ 点検の結果、固定遊具の不具合、破損等が見つかった場合、どのように改善・修繕を実施

していますか。  

 
ウ 固定遊具の安全点検をする上で、難しい点、困っている点等はありますか。  

 

  

（毎月） 

・安全指導担当を中心に、毎月（12回／年）の安全指導日に、安全点検カードに記入していく形で教員が

ローテーションで実施している。 

（年１回） 

・毎年１回、６～７月に業者点検を実施している。（業者は、設置者（教育委員会）が選定している。） 

・業者点検は年に１回。設置者（教育委員会）で管理しており、連絡が来たら対応している。 

（その他）  

・遊具使用時に災害があった際に、遊具に問題が無かったか確認している。 

（点検内容） 

・目視によるゆがみや亀裂、摩耗等についての点検に加え、遊具を揺らして緩み等の確認も行う。 

・普段、子どもの様子をしっかり見て、子どもの目線に立って点検することを意識している。 

・職員が修繕を行う。 

・技術員に相談し、修繕不可能な場合は使用禁止の貼り紙をして、設置者に修繕を依頼する。 

・「学校施設修繕申請書」「学校施設改良等要望書」により設置者（教育委員会）に修繕を申請する。 

・担当教員から教頭へ報告がある。学校で修繕可能であれば修繕し、業者が必要な場合は設置者（教育委員 

会）の施設課へ報告し対応する。 

（見えない部分） 

・登り棒の高い所等、目視が難しい部分の点検は教員には難しく、業者頼みである。 

・点検は目視によることが多いため、実際に遊具の動きの不具合には気付きにくいと感じている。 

・見えない所があるので、ゆすってみたり、叩いて音の変化に注意したりしながら行っているが、不安。 

（予算面）  

・点検費用がかかる。 

（その他）  

・点検用の専用器具が無いため、目視や触って見る等だけの点検になっている。 

・点検に用いるチェック表が無い。 
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② 学校生活の安全管理における対策実例（対人管理）  

（※固定遊具を中心に学校安全全般について） 

ア 自校で発生した事故の情報は、どのように把握・管理していますか。また、事故の情報等

をどのようにして教職員間で共有していますか。  

 

＜提供資料：事故報告書＞  

（事故の情報の把握） 

・けがをした児童と、周りで見ていた児童からの聞き取り及び現場での状況再現により事故の実態を把握す 

る。 

（教職員間での共有） 

・メールで周知する。 

・事故発生時に、臨時で職員連絡を行う。 

・保健室が月 1回発行する「来室だより」に掲載する。 

・担任・養護教諭・管理職で、事故情報を共有し、再発防止策について、全教職員に周知する。 

・事故が起きた際は、事故報告書（資料参照）を作成し、教職員間で共通理解を図っている。 

・週１回の職員連絡において、情報を共有している。 

・保健室だより【職員版】により、保健室来室者状況、医療機関を受診した主なけがの状況や診断結果等を 

教職員間で共有している。 
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イ 主に固定遊具における事故防止の観点から、特に休憩時間中の安全管理について、留意し

ている対策等があれば教えてください。 

・見回りをしていますか ・遊具ごとに遊び方のルールを設けていますか 

 

＜写真：雲ていの注意書き＞  

（見回り） 

・見回りにあたっては、 

密集して遊んでいる場所、特に低学年と高学年が混在して集まっている場所 

下が土・砂でない場所（犬走り等のコンクリート舗装部分等。滑りやすく、ひどいけがになるため） 

ボール遊びをしている児童（夢中になって周囲に注意が行かず、衝突しやすいため） 

等に留意している。 

・職員室からグラウンドが見えるため、休憩時間中に教職員を配置してはいないが、何かあったら担当学年

の先生に行ってもらい声を掛けている。 

（遊び方のルール） 

・遊んで良い遊具の種類を限定したり、遊べる学年を設定したりしている。 

・遊び方のルールは、「体育に関する指導管理」に記載し、職員間で共有している。 

・遊具にシールで注意書き（雲てい・登り棒の上には乗らない、一方通行の注意喚起）を貼り、視覚化して

いる。 
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ウ 体育活動における鉄棒・砂場での事故防止の観点から、体育の授業中の安全管理について、

留意している対策等があれば教えてください。 

 

（４）安全に関する組織活動 

① 校内の協力体制（学校安全全般） 

ア 校務分掌、危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）等において、危険等発生時の教

職員の役割分担と責任が明確になっていますか。  

  

（鉄棒） 

・授業前に、安全な使い方について指導し、危険な場合はマット等を敷く。 

・体を支えられない児童の指導をする時は、他の子の活動を止めさせる。 

（砂場） 

・砂の中をこまめに掃除している。 

・幅跳びをする時は、踏み固められた砂を耕してから使用している。 

・授業用（大）と造形用（小）の２か所があるが、両方とも授業で必要な時以外は開放していない。（上にカ

バーをかけている。） 

（鉄棒・砂場共通） 

・使用する鉄棒・砂場について、事前に確認し、準備をしている。 

・気付かないうちにけがをしていたり、体調を崩したりすることがあるため、授業後の体調について呼びか

けをし、管理を徹底している。 

・指導に不安がある担任がいれば、教諭間でフォローしあい、共通理解を図る。 

・事故発生時の対応マニュアルにおいて、役割分担がされている 

・危険等発生時の教職員の役割分担と責任が、明確になっている。 

・教育委員会からの指針「対処法の流れ」に基づき、行動している。 

・固定遊具を含む校舎周辺の安全点検の担当者は、校務担当者と明確にされている。 

・安全マニュアルを基本としており、安全指導計画と避難計画は生活指導教員が担当している。 

・災害発生時の状況によっては、担当の教職員が休んでいたり、教職員自体が少なかったりする時間帯等が

考えられるため、教職員の役割が都度変わることも考慮し、各教職員がどのような役割があるのかを把握

し、臨機応変に対応できるようにしている。 

・危機管理マニュアルには、事故が発生した場合、現場での応急処置、職員室への連絡等について記載して

いる。職員室にいる教職員が分担して、首から上のけが、骨折等は速やかに校長へ報告し、必要な応急処

置を実施し、病院へ搬送する。校長の指示により家庭連絡、設置者（教育委員会）への報告等を行う。対

応中は職員室に情報が集まるように図式化している。 
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イ 学校安全に対して、職員会議、学年会など組織的な協力体制が確立していますか。 

 

ウ 実際に事故が発生した際、危機管理マニュアルに沿った役割分担で事故対応に当たれまし

たか。改善点等はありましたか。 

 
② 教職員の共通理解と研修      （※固定遊具を中心に学校安全全般について） 
ア 事故発生の未然防止や事故発生に備えた事前の取組として、安全に関する知識・技能を向

上させるための校内研修は計画的に実施していますか。 

研修を行っている場合、どんな研修をしていますか。また、固定遊具に関する研修は行っ

ていますか。 

 

  

・骨折等の重大事故が起きた際は、当該事例を用いて、教職員間の共通理解を図る。 

・保健体育部において、「体育に関する指導管理」を作成し、４月に職員会議で共有する。 

・事故が続いた場合は、状況に即した事例を挙げ、対処方法や未然防止について研修会を行う。 

・学校安全委員会を設置（校長・教務・養護教諭・各学年の担当職員）し、教職員間の共通理解を図ってい

る。 

・危機管理マニュアルを基に学校内での教員間の連絡体制を明確にしており、組織的な協力体制を確立して

いる。 

・学校安全の全体計画に基づき、管理職と安全指導担当者で対応する。情報共有として毎日の夕会（職員会

議）を開催している。さらに、週に１回金曜に、生活指導夕会で情報共有をしている。 

・危機管理マニュアルに沿った役割分担で、対応に当たることができた。 

・基本はマニュアルどおり対応しているが、災害発生時の状況により、担当の教職員が休んでいたり、教職

員自体が少ない時間帯であったりすれば、臨機応変に対応している。 

（研修） 

・骨折等の重大事故が起きた際は、事例を用いて教職員間の共通理解を図るとともに、事故が続いた場合は、

状況に即した事故事例を挙げ、対処方法や未然防止について研修会を行っている。 

・AED研修にて、AEDの使用方法・対処方法について研修会を行っている。 

（その他） 

・遊具の新規設置時に、業者からの説明を受け、安全に関する知識を高めるようにした。 

・アレルギー研修にて、エピペン注射の使い方を学ぶ。 

・アレルギーを持っている児童のランドセル設置場所を決めている。 

（行っていない）  

・固定遊具に関する研修は行っていない。 
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イ 教育委員会等が行う教職員研修や外部研修の中で、固定遊具（安全点検の実施を含む）に

関する研修を受けたことがある教職員はいますか。 

 

③ 家庭地域との連携         （※固定遊具を中心に学校安全全般について） 

ア 「学校だより」等を活用し、家庭や地域でも安全に関する取組が行われるよう、指導依頼

や情報提供などをしていますか。  

 

イ 固定遊具の安全な遊び方について、家庭向けに情報発信していることはありますか。 

 

  

※「いる」に該当する回答なし 

（いない） 

・該当する教職員はいない。固定遊具の安全に関する研修自体、あまり無いと思われる。 

・該当する教職員はいない。設置者（教育委員会）においても、学校に対し実施していない。 

・遊具に関する知識（砂に埋もれると錆びてしまう、等）を教職員間で情報共有し、事故防止に努めている。 

・研修等を受けたことはないが、年に 1 度の業者点検の際に立会い、日頃見るポイントや気を付けるポイン

ト等を教えてもらい、情報収集をしている。 

 

（「学校だより」等の活用） 

・交通安全や自然災害等について、状況に応じておたよりを出し、注意を呼び掛けている。 

・「保健だより」を月 1回発行し、保健室利用者数や災害共済給付制度等について保護者に知らせている。 

（地域との連携） 

・保護者・地域の方に、交通安全の見守りをお願いしている。 

・運動会等、地域の方が校内に立ち入る際には、テープで囲む等して固定事故による事故の発生を予防して

いる。 

・学校の敷地は、地域の方も公園のように利用するため、自校の児童に対してだけではなく、「コミュニティ

センターだより」等を通して、安全な使い方について地域に知らせることも必要なのかと感じており、今

後発信していきたいと考えている。 

（その他） 

・けがをした児童の家庭には、個別に状況を説明している。 

・家庭・地域との連携は、実施していない。 

・長期休暇中の安全指導全般は行っているが、固定遊具に特化しては行っていない。 

・夏休み前にはお知らせを配布しているが、固定遊具というよりは熱中症等についての注意喚起である。 
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（５）固定遊具における特徴的な対応事例 

ア 自校に限らず、固定遊具の事故等を踏まえ、設置された固定遊具自体に、または固定遊具

の利用ルール等に改善を加えた点があれば教えてください。 

 

イ 近年、新たに設置された固定遊具がある場合、安全面に配慮した特徴的なポイント等があ

れば教えてください。 

 

＜写真：遊具設置面の安全対策が行われた校庭＞ 

  

（鉄棒） 

・曜日ごとに使用する学年を決めている。（一輪車も同様） 

・周りに印をつけて、その中には入らない等の対応を取っていた。 

（運動場のどの位置に設置するのか、設置場所によって事故の発生率が変化すると感じた。） 

（雲てい・登り棒） 

・地面に人工芝を敷いた。 

・他校で雲ていから落ちて児童がけがをしたとの情報から、自校の雲ていの使用ルール（３年生以上、一方

通行）を決定した。 

（固定タイヤ）  

・固定タイヤがへこんで児童が転倒する事故があったので、すべてのタイヤを点検した。 

（総合遊具・アスレティック）   

・遊具や切り株の天面をマットでカバーし、クッション性を高めた。 

（特になし）   

・大きな事故はなく、現段階で利用ルール等に変更はない。 

・固定遊具の設置時に、リスク軽減のため予め地面をクッション性のある舗装（陸上競技場のトラックと同

質のタータン）で覆っている。新設校では同様の設備が多いと聞いているが、この舗装によるデメリット

は特に無いと感じている。 

・設置時点での設置面の対策は、区と業者で検討の上で行っている。 
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（６）その他

日常的に、全国における遊具事故をはじめとした事故等に関する情報（点検の仕方等を含む）

はどのように入手していますか。 

・設置者からの情報提供（５件）

・学校安全ナビ等 JSCからの情報提供（２件）

・文部科学省等役所から発行された通知等（２件）

・テレビやインターネットのニュースを通して情報収集（６件）

・校長会、近隣のブロック会等での情報交換
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３ 幼稚園の固定遊具の事故防止対策の実状 
（１）固定遊具における遊具遊び及び遊具事故の現状 

ア 最近２～３年間の傾向として、どんな固定遊具で、どんなけがをする児童が多いと感じま

すか。 

 

イ どんな固定遊具に人気がありますか。 

 

ウ 固定遊具でどんな遊び方をしていることが多いですか。 

  
・雲 て い：端から端まで落ちずにできるようになりたい等、幼児なりに目標をもって繰り返し取

り組む。 

・鉄 棒：布団やこうもりのように、様々なぶら下がり方を楽しんでいる。（２件） 

前回りや逆上がりをしている。 

・ジャングルジム：登って家族ごっこ。友達と一緒に一番上まで登り、基地にする。 

・ぶ ら ん こ：立ち漕ぎをする。 

友達と話しながらのんびり乗る。 

・砂 場：スコップやバケツ等を自由に使って、創造力いっぱいに遊んでいる。 

・総合遊具・アスレティック：遊具を利用して、おままごと遊びをしている。 

・鬼ごっこや、アニメのキャラクターごっこ等のごっこ遊びが多い。 

・鬼ごっこで遊具に上らない等、使い方について指導しているため、通常の使い方をしている。 

・鉄 棒：頭部打撲（くぐり抜けようとした時）が多い。 

鉄棒の上に座っていて落ちる、座ろうとして落ちる。 

・ジャングルジム：頭部打撲（しゃがんでいて起き上がった時、転倒した時）、歯の打撲が多い。 

体のバランスを崩して落下する。 

足を踏み外して落下し、お尻や背中を打撲する。 

・登 り 棒：体のバランスを崩して落下する。 

・ぶ ら ん こ：バランスを崩して転落する。（２件） 

乗っていない園児が、揺れているぶらんこにぶつかりけがをする。 

・砂 場：砂が眼に入る。 

・総合遊具・アスレティック：斜面を降りる時や、逆上がりの失敗時等に尻もちをつく。 

足を踏み外して顔面を打つ。 

・全 般：遊びの経験が少ないことや、体力が低下傾向にあり、腕で支える力が弱く、落下する

ケースが多いと感じる。 

・ジャングルジム 

・ぶらんこ 

・砂場（水を流して山を作ったりする等、創造性の高い遊びが人気） 

・総合遊具・アスレティック（斜面を勢いよく駆け上がる、基地や家に見立てて遊ぶ等） 
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エ 過去 10年以内に、園の敷地から撤去した固定遊具はありますか。 

あれば、遊具名と撤去時期、撤去理由を教えてください。 

 

（２）園における安全教育 
① 安全教育の年間指導計画（安全教育の目標）  

ア 固定遊具の正しい使い方、安全な使い方について、児童等にいつ、どのように教えるか、

あらかじめ計画（年間の指導計画）を立てて実施していますか。 

 

＜提供資料：幼稚園の保健安全計画(抜粋)＞  

（年齢ごと） 

・年少クラス・年中クラスの子供に対しては４月に、遊具の正しい安全な使い方について指導している。 

・クラスごとに、担任から正しい使い方を聞く。 

（時期ごと） 

・年度初めに、全園児対象に遊具の使い方を説明する集会を行う。 

・年度当初、園児全員で園内巡りをし、遊具の名前や使い方を指導する。その後、年少児にはクラス単位で

握り方、持ち方の指導をする。また、教員が見回りの際に、使い方に問題がある園児に対しては個別指導

している。 

・毎年９月の保健指導・安全指導で再確認をする。 

・年度の保健安全計画に、「遊具の使い方、遊び方、けがにつながる危険な行動事例紹介」「けが防止の指導」

「雨の日の注意・室内遊びについて」を生活指導内容として記載している。 

・年度の保健安全計画の４・５・９・10・11月に、「遊具の使い方」を指導内容として記載している。 

（随時） 

・基本的なルール（並んで順番を待つ等）は、随時教えている。 

・園全体で指導→クラス単位で指導→個別で指導、と１人に対し何度も指導する。 

・雲てい、２歳児用すべり台：園庭や砂場を広く取りたいため、及び（園の方針として）固定遊具で培われ

る運動能力を体操で補うことができると考えたため。 

・避難用の室内すべり台：園舎立替のため 

・総合遊具・アスレティック：木製で摩耗等があったため 

・プラスチック製のカプセルハウス（家型の遊具と滑り台が繋がったもの）：すべり台部分が劣化したため。 
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イ 計画を立てて実施している場合は、計画作成に当たりどんな点に留意されていますか。 

 

  

・起こりやすいけが、実際に起こったけがを参考にする。 

・全日本私立幼稚園連合会の「安全対策のてびき」を参考にしている。 

・子供達に伝わりやすいように、危険な使い方を教師が実際にして見せたり、写真や絵など視覚教材を用い

たりして、視覚に訴える指導をするようにしている。 

・前年度の取組を基に、危険な遊び等、色々な遊びを教員で出し合って、振り返りをしながら計画作成に当

たる。長期休暇後には必ず振り返りを行い、修正点や改善点がないか確認する。 

・幼児の発達や、本園の幼児の体の動き等を踏まえて計画する。 

・計画的に固定遊具の使い方を考え、それに応じて安全に使用できるように指導している。 
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② 安全教育における対策実例  

ア 固定遊具の安全（正しい使い方、安全な使い方等）について、児童等に対し、どのような

教育を行っていますか。事故防止のため、特に力を入れて取り組んでいること等、具体的

な指導例等ありましたら教えてください。 

 

  

（遊具の使い方） 

・ジャングルジムや鉄棒を、きちんと掴むことを指導している。（２件） 

・友達が鉄棒をしている時は、離れるよう指導している。 

・ぶらんこでは、待ち場所が分かるように柵の外にベンチを置き、乗っている幼児がいる時は、教師も一緒

に座って絵本を読みながら順番を待つようにしている。 

・総合遊具の斜面の上り下りは、順番を守って一人ずつ、と注意喚起を行っている。 

・縄とびを、固定遊具に結びつけないよう指導している。 

（ルール） 

・危険な行為（押さない、引っ張らない、遊具の上に座らない等）について指導している。 

・帽子は必ずかぶるよう指導している（首の後ろにぶら下げけたままの子供が多い。）。 

・身に着けている物（かばん、水筒等）や手に持っている物は、置いてから遊ぶように指導している。（2件） 

・新型コロナウイルス感染症予防のため、降園後に固定遊具の消毒を実施しており、消毒後は触れないよう

柵を置き、保護者・園児に対し注意喚起している。 

（指導法） 

・使用時は近くで見守ったり、時には教師が一緒に遊びながら安全な使い方を見せたりする。 

・園庭遊具事故防止マニュアルに基づき指導している。 

・使用する前に、使い方、安全についての指導を行い、幼児なりに意識できるようにする。 

・基本的な使い方は４月に指導を行い、その後は日常の見守りの中で随時指導している。 

・年度初め（４月）に、保育室で園内・園庭での遊び方について、フリップを使用し説明している。翌日に

園内・園庭巡りをし、実際に目の前で遊具の名称を教え、やってはいけない行為について問いかけ、園児

達に考えさせている。園内と園庭の遊具について、クラスごとに確認しないうちは使用しないようにして

いる 

・遊具でのけががあった際は、全クラスに翌朝の挨拶で問いかけ方式で周知する等、年間を通して折に触れ

て指導している。 

・年長児は、災害発生の状況を基に、どうして事故が起きたのか、どうやったら危ないのかを子供同士が話

し合い、ルール決めをし、遊び方を学ぶようにしている。 

・小さい子供ほど、耳からの情報だけでなく、目からの情報が捉えやすいと思われるので、そういった指導 

を意識している。 
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（３）園における安全管理 

① 園環境の安全管理における対策実例（対物管理） 

（※固定遊具を中心に学校安全全般について） 

ア 貴園における安全点検は、どのくらいの頻度でどのような点検を行っていますか。また、

固定遊具に対する安全点検についても頻度・内容を教えてください。 

 

  

（毎日） ・毎朝、園庭清掃の際等に、目視で日常点検を実施している。（２件） 

（毎月） ・毎月「安全対策チェックシート」を用いて点検を実施している。 

・月１回、点検している。（２件） 

（年２～３回） 

・砂場の砂は、年に２回入れ替えを行っている。使用しない時は砂場の周りをネットで囲み、猫等の侵入に

備えている。 

・年に３回、遊具業者に点検を依頼している。（総合遊具をオーダーメイドで作っており、その製作をお願い

した遊具業者に点検を依頼しているため、園独自の点検表等はない。） 

（点検内容） 

・安全点検表に基づき、点検している。 

・園庭遊具事故防止マニュアルに基づき管理している。 

・新型コロナウイルス感染症予防のため、降園後遊具を消毒する際にも目視で日常点検を実施している。 

・日常の安全点検は、先生方の目視や実際に遊具を使ってみる（すべり台を滑る等）ことで不具合を見つけ

対応している。 

・時間をかけてトンカチで叩いて音で確認する、サビのチェック等、目で見て、音を聞き、触って確認す

る。 

・砂場で使用するスコップ等は毎年買い替えている。片付けの時に不具合があるかチェックし、必要な場合

は、その都度取り替えている。 

・安全点検の時期は毎日、児童の登園前の見回りの時間、遊具遊びの見守りの時間、片付けの時間等、随時

全ての職員が点検を行うようにしている。 

・業者点検については、保育用品納入業者の紹介で行っている。 
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＜提供資料：幼稚園の安全点検表＞ 

 

 

イ 点検の結果、固定遊具の不具合、破損等が見つかった場合、どのように改善・修繕を実施

していますか。 

 

ウ 固定遊具の安全点検をする上で、難しい点、困っている点等はありますか。  

・不具合があれば、すぐに業者に修繕を依頼している。 

・園長・主任に報告し、簡単に修繕できるところは教職員が随時修繕・補修を行う。 

・問題があればすぐに改善し、改善が遅れる場合は、使用中止の貼り紙をしている。 

・最近、年少児童向けぶらんこの鎖のカバーが摩耗したため、すぐに使用を中止し交換した。 

・園で対処できる場合は対応し、対応できない場合は設置者（自治体）に相談する 

・即座に対応出来ない場合は、コーンとバーで周囲を囲い、立ち入り禁止にする。園児にも分かりやすいよ

うに、イラスト入りで表示する。 

・設置者（教育委員会）の施設課に連絡し、必要であれば業者に連絡する。 

・教職員では修理できないところや業者による安全点検でＣ・Ｄ判定が出たときには、遊具の使用を中止し、

園から業者に依頼し、修繕を行う。 

・日頃の遊びの中で、揺れが見つかったり、少しでもおかしいと感じたりしたら、職員で共有した上で遊具

を使用禁止にし、調査するようにしている。 

 

 

 

（見えない部分） 

・使用しているうちに砂に埋もれてしまうため、地中部分の点検が難しい。 

・さびや破損等、表面上の確認はできるが、木製遊具の腐食による危険性の判断は難しい。 

（予算面）   

・劣化したものへの対応に必要な予算の措置が困難である。 

（特になし） 

・点検についての情報がたくさんあるので、難しい点、困っている点はない。（２件） 
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② 園生活の安全管理における対策実例（対人管理） 

（※固定遊具を中心に学校安全全般について） 

ア 自園で発生した事故の情報は、どのように把握・管理していますか。また、事故の情報等

をどのようにして教職員間で共有していますか。 

 

  

（事故の情報の把握） 

・当日中に、事故について職員の終礼で報告し情報を共有している。 

・朝礼・終礼で職員に周知している。 

・小規模園のため、園児全体に職員の目が行き届いているので、事故が起きた際もその場で共有できる。 

・事故が発生したときは、職員室に報告し、状況把握をする。 

・けが人がいる場合は処置し、状態によっては保護者に連絡し、病院に連れていく。 

（教職員間での共有） 

・担任から、事故報告書を提出させている。 

・事故後、すぐに話し合いの場を持つ。 

・事故の記録を詳しく残し、職員間で情報共有し、対策について話し合う。 

・保育後の打ち合わせで、全職員に周知・確認し、今後の対策を考え、全職員で共通理解を図る。 

・事故発生後、すぐに主任会（10名程度）で事故防止の対策を考え、その結果を当日、遅くとも翌日には全

職員に共有し、理解を図っている。 

・他園での事故情報は、災害発生状況等、その災害における周辺情報を含め、各自、ニュースやインターネ

ットで情報収集を行っている。自園で似たような状況や災害のきっかけとなったもの等は無いか検討し、

類似災害とならないよう教職員間で情報共有し、教育委員会からの情報も含めながら指導の参考としてい

る。 

（その他・予防策） 

・入園時に健康調査書にて既往症などを把握しており、気を付けたほうがよい事項についても入園面接時に

情報収集している。（アレルギーやかかりつけ医等） 
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イ 主に固定遊具における事故防止の観点から、特に保育中の安全管理について、留意してい

る対策等があれば教えてください。 

・見回りをしていますか ・遊具ごとに遊び方のルールを設けていますか 

 

（４）安全に関する組織活動 

① 園内の協力体制（学校安全全般） 

ア 校務分掌、危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）等において、危険等発生時の教

職員の役割分担と責任が明確になっていますか。 

 

  

（見回り） 

・随時、見回りをしている。 

・毎朝夕、複数の職員で行っている。 

・保育中は、必ず園庭に教職員がいるようにし、幼児の遊びの様子を見守る。 

・園児が使用している時には、固定遊具のそばで職員、補助職員が常に見守りをしている。 

・登園後の朝の自由時間は補助教諭のみ、お昼は担任も加わり、一緒に遊びながら見守っている。 

（遊び方のルール） 

・満３歳までは、ジャングルジムを使用させない。 

・満３歳までは、鉄棒・すべり台は先生の見守りの下で使用する。 

・アスレティックは、上り下りする方向を決めている。 

・遊び方のルールを設け、ルールを確認しながらその都度見直しをしている。 

・高い所では押さない、ぶらんこの順番は柵の外で待つ等、それぞれの固定遊具に応じたルールを設定する。 

・危険な行為があった時は、その都度幼児にルールを確認するとともに、職員にも周知し、今後の対策を考

える。 

・遊具全般について、「順番を守る」「安全な距離を保って待つ」、「高いところで押し合わない」、「しっかり

掴まる」等の基本的なルールを徹底して指導している。 

・遊具使用時に危険が無いよう、服装について入園のしおりに掲載している。 

・明確になっている。（３件） 

・緊急連絡体制表は、職員室内に掲示している。 

・安全全般については、園長と教務主任が担当している。 

・固定遊具の点検は、男性職員が担当している。 

・固定遊具は主に男性職員が担当しているが、全職員が責任を持って目視等の事故防止に取り組んでいる。 

・危機管理マニュアルにおいて、危険等発生時の教職員の役割分担や責任は明確になっている。 

・安全の係（担当者）がおり、教職員へ日常点検についての声掛けを行う。 

・危険発生時には、全体状況把握と対外連絡は園長、園内での指示は主任が行う。 

・固定遊具に特化した体制は無い。 
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＜提供資料：教職員の役割分担表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 学校安全に対して、職員会議、学年会など組織的な協力体制が確立していますか。 

 

ウ 実際に事故が発生した際、危機管理マニュアルに沿った役割分担で事故対応に当たれまし

たか。改善点等はありましたか。  

・朝礼・終礼で共通理解を図る。 

・年度初めに、危機管理について共通理解を行っている。 

・保健安全計画を作成し、全職員で読み合わせ、確認している。 

・月に１回主任会（10名程度）を開き、決定事項を全職員に周知している。 

・職員の終礼時、及び１週間ごとの年次担任の打ち合わせで、情報交換を行っている。 

・危険な事が発生した場合、危険な状況があった時には、日々の打ち合わせの際に全職員に知らせ、今後に

ついて話し合っている。 

・事故やけがが発生した際は、その都度情報共有し、対策について話し合っている。 

・発達段階に応じた指導ができるよう、ルールを確認しながら連携・協力している。 

・危機管理マニュアルに沿った役割分担で、事故対応に当たることができた。（３件） 

・近隣の小学校と、医療機関の相談等について連携を取った。 

・マニュアルの改善点として、園庭解放の際の事故や、園外での事故への対応、行動の仕方について追記す

るべきだと考えている。 
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② 教職員の共通理解と研修       （※固定遊具を中心に学校安全全般について） 

ア 事故発生の未然防止や事故発生に備えた事前の取組として、安全に関する知識・技能を向

上させるための校内研修は計画的に実施していますか。 

研修を行っている場合、どんな研修をしていますか。また、固定遊具に関する研修は行っ

ていますか。 

 

イ 教育委員会等が行う教職員研修や外部研修の中で、固定遊具（安全点検の実施を含む）に

関する研修を受けたことがある教職員はいますか。 

 

  

（校内研修） 

・２か月に１度、保育のあり方、かけっこ体操の安全性について、学年ごとに研修を行っている。 

・年に２回外部講師（幼児活動研究会等）を招いて研修を行っている。子供を守り育てるための研修で、そ

の中に安全についての内容も含まれている。園の総合研修として実施している。 

・年度初めに、子供達への固定遊具の使い方の指導方法を話し合った。 

・幼児の体力づくりの研修の際、固定遊具の遊び方についても行った。 

・朝の職員研修の際、ニュース、新聞等の事例を元に協議を行っている。 

・固定遊具を新たに使用する際や指導計画に応じて取り入れる際に、予想される幼児の動きを出し合い、そ

れについて話し合う等を現職教育として位置付けている。また、その都度、職員で使用方法やルール等を

再確認している。 

（外部研修） 

・私立幼稚園連合会主催の研修会で安全に関する研修があれば、出席職員の復命により情報を共有している。 

（行っていない） 

・固定遊具に特化した研修は行っていない。 

（いる） 

・養護教諭が受けた。 

・市立幼稚園の教員が集まって、固定遊具での遊び方の研修を行った。（教育委員会等による実施はない。） 

（いない） 

・いない。（２件。うち１件は「固定遊具に関する研修自体がない。」と回答） 

・体育や遊び方等、教育に関する専門家の指導を受けることができる「指導員訪問制度」という市の制度が

あり、その指導の中で遊具の気を付ける点等を聞く機会はあるが、固定遊具に特化した研修は無いため、

固定遊具に関する研修を受けたことがある教職員はいない。 
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③家庭地域との連携          （※固定遊具を中心に学校安全全般について） 

ア 「園だより」等を活用し、家庭や地域でも安全に関する取組が行われるよう、指導依頼や

情報提供などをしていますか。 

 

＜提供資料：園だより＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「園だより」等の活用） 

・「保健だより」を活用し、情報を発信している。 

・降園後は、園庭で遊ばずにすぐに帰宅するよう、「園だより」で保護者へ周知している。 

・けがをした状況等、保護者に周知すべきことがある場合は「クラスだより」で周知している。 

・園庭開放（降園時の一定時間）の際に気を付けてもらいたい点を「園だより」で知らせると共に、保護者

に必ず幼児の近くで見守るよう依頼している。 

・ハンカチやティッシュを入れる移動ポケットや紐タイプのポシェットは、遊具に引っかかる恐れがあるの

で持たせないよう「園だより」で周知している。 

・他の園での災害がニュースになった際は、「園だより」で家庭でも注意するよう周知している。 

・固定遊具に特化せずに、長期休暇前は家での遊び方等、安全に過ごせるよう「園だより」で周知している。 

（その他） 

・遊具で遊ぶ時は、身に着けているもの（かばん、水筒等）は置いてから遊ぶよう保護者に依頼している。 

（なし） 

・地域への発信は、あまりない。 
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イ 固定遊具の安全な遊び方について、家庭向けに情報発信していることはありますか。 

 

（５）固定遊具における特徴的な対応事例 

ア 自園に限らず、固定遊具の事故等を踏まえ、設置された固定遊具自体に、または固定遊具

の利用ルール等に改善を加えた点があれば教えてください。 

 

イ 近年、新たに設置された固定遊具がある場合、安全面に配慮した特徴的なポイント等があ

れば教えてください。 

 

  

（鉄棒） 

・鉄棒から落ちて腕を骨折する事故が起こった。鉄棒に目立った不具合はなかったが、鉄製からステンレス

製のものに一式取り替えるとともに、鉄棒の下に敷いているマットを厚くした。 

・鉄棒の上に乗らない、鉄棒をする時、親指は下に他の４本指は上にしてしっかり持つよう指導を徹底した。 

・鉄棒の下に、蛍光色のオレンジマットを敷いた。 

・鉄棒の支柱に緩衝材を巻いた。 

・鉄棒の前にプランターとベンチを置いた。 

（ぶらんこ） 

・年少児用と年中・年長児用で分けている（年少児用は鎖にカバーを付けており、座面も幅広のもの）。 

（服装・持ち物） 

・固定遊具に紐等が絡まり、首が絞められるような事故が起きないように、縄跳びを持って遊具に近付かな

い、通園カバンを身に着けたまま遊具で遊ばないように指導している。 

・他園での事故を踏まえ、登園の服装について「入園にあたって」にお知らせしている。 

（周辺環境）  

・樹木の剪定をした。 

（ある） 

・ホームページで、逆上がりの安全な手の握り方について情報発信している。 

・園庭開放の際の遊具の使い方について、登降園時の掲示板で発信している。 

・子供達に行った安全指導の内容について発信し、家庭でも公園等で遊ぶ際の留意点を伝えている。 

・家庭に向けて、公園に一人で行かせない（＝幼児と共に出掛け、見守る）、遊具で遊ぶ時は、身に着けてい

るものを置いてから遊ぶ等の注意点を情報発信している。 

（なし）  

・特にない。 

・アスレティック：丸いため安全とは思われるものの、むき出しのボルトがあったため、念のためプラスチ

ックカバーを付けた。 
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（６）その他 

日常的に、全国における遊具事故をはじめとした事故等に関する情報（点検の仕方等を含む）

はどのように入手していますか。 

 

・外部研修の際に情報を得ている。 

・テレビやインターネットを通して情報収集している。 

・大きな事故はテレビのニュース等から入手し、職員間で情報を共有している。 

・ニュースや新聞から入手している。 

・新聞の切り抜き等で共有している。（子供達に投げかけ、一緒に考える取組も行う。） 

・JSCからの配布物や教育委員会からの文書から情報を得ている。 
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４ 幼保連携型認定こども園・保育所等の固定遊具の事故防止対策の実状   
（１）固定遊具における遊具遊び及び遊具事故の現状 

ア 最近２～３年間の傾向として、どんな固定遊具で、どんなけがをする児童が多いと感じま

すか。 

 

イ どんな固定遊具に人気がありますか。 

 

ウ  固定遊具でどんな遊び方をしていることが多いですか。 

 

エ 過去 10年以内に、園の敷地から撤去した固定遊具はありますか。 

あれば、遊具名と撤去時期、撤去理由を教えてください。 

 

（２）園における安全教育 

① 安全教育の年間指導計画（安全教育の目標）  

ア 固定遊具の正しい使い方、安全な使い方について、児童等にいつ、どのように教えるか、

あらかじめ計画（年間の指導計画）を立てて実施していますか。 

 

 

 

 

 

 

イ 計画を立てて実施している場合は、計画作成に当たりどんな点に留意されていますか。 

 

 

 

  

・友達同士でルールを守りながら、追いかけっこ等をしている。 

・登り棒：尻もちをつく。 

・すべり台：尻もちをつく、突っかかって転ぶ。 

・幼児クラス（３～５歳）には、年１回４月の進級時に幼児組全員で遊具の安全な使い方や危険な使い方に

ついて話をしている。３歳未満児クラスには、使用前に保育士が子供達に注意を促している。 

・年度途中入園の子供にはその都度、説明を行っている。 

 

・登り棒 

・すべり台 

・該当なし 

・該当なし 
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② 安全教育における対策実例  

ア 固定遊具の安全（正しい使い方、安全な使い方等）について、児童等に対し、どのような

教育を行っていますか。事故防止のため、特に力を入れて取り組んでいること等、具体的

な指導例等ありましたら教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）園における安全管理 

① 園環境の安全管理における対策実例（対物管理） 

（※固定遊具を中心に学校安全全般について） 

ア 貴園における安全点検は、どのくらいの頻度でどのような点検を行っていますか。また、

固定遊具に対する安全点検についても頻度・内容を教えてください。 

 

イ 点検の結果、固定遊具の不具合、破損等が見つかった場合、どのように改善・修繕を実施

していますか。 

 

ウ 固定遊具の安全点検をする上で、難しい点、困っている点等はありますか。 

 

＜提供資料：保育園の安全点検表＞ 

  

（遊具の使い方） ・滑り台では、上に友達がいるときは下から登らないことを指導している。 

（ルール） ・危険な遊びやルールを守れていない子供がいたら、その都度、注意をしている。 

（指導法） ・園庭での保育の時間に、けがに繋がらないように遊ぶには、どのような使い方が良いのかを

実践を通して指導している。 

・毎日、職員が保育時に点検を行い、点検表に記入している。細かな部分については、用務員が週に 1回定

期点検を行い、点検表に記入している。 

・ほとんどは、用務員がすぐに修理して対応しているが、大掛かりになる場合は、必要に応じて業者に修理

を依頼することもある。 

 

（見えない部分） 

・木材は、腐食がすぐに分かるので対応できるが、ロープ等の耐久年数が分かりにくいものの点検が難しい。 
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② 園生活の安全管理における対策実例（対人管理） 

（※固定遊具を中心に学校安全全般について） 

ア 自園で発生した事故の情報は、どのように把握・管理していますか。また、事故の情報等

をどのようにして教職員間で共有していますか。 

 

イ 主に固定遊具における事故防止の観点から、特に保育中の安全管理について、留意してい

る対策等があれば教えてください。 

・見回りをしていますか ・遊具ごとに遊び方のルールを設けていますか 

 

＜写真：ぶらんこの安全管理＞  

（見回り） 

・職員は、全体が見渡せる場所に配置すること、また登り棒やすべり台など、事故が起こりやすい固定遊具

には必ず職員をつけて対応している。 

（遊び方のルール） 

・ぶらんこは、使用する際のみ座る部分を下ろして使用している。 

・職員が少ない時には、使用して良い遊具を決めて、子供達を遊ばせている。 

・園庭での保育の時間帯を３歳未満児と３歳以上で分け、衝突等の事故が起こらないようにしている。 

（事故の情報の把握） 

・自園で発生した事故については、すぐに園長まで報告する。 

（教職員間での共有） 

・事故について職員会議で取り上げ、どのような状況で事故が起きたのか、どのような対応が必要だったか、

今後どのように対応していくかを職員同士で話し合い、書面で記録を残している。 

・年度を超えても、どのような事故がどのような理由で起こったかを職員会議で園長から話しをすることで、

事故が繰り返し起こらないように職員に注意を促す。 
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（４）安全に関する組織活動 

① 園内の協力体制（学校安全全般） 

ア 校務分掌、危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）等において、危険等発生時の教

職員の役割分担と責任が明確になっていますか。 

 

イ 学校安全に対して、職員会議、学年会など組織的な協力体制が確立していますか。 

 

ウ 実際に事故が発生した際、危機管理マニュアルに沿った役割分担で事故対応に当たれまし

たか。改善点等はありましたか。 

 

② 教職員の共通理解と研修       （※固定遊具を中心に学校安全全般について） 

ア 事故発生の未然防止や事故発生に備えた事前の取組として、安全に関する知識・技能を向

上させるための校内研修は計画的に実施していますか。 

研修を行っている場合、どんな研修をしていますか。また、固定遊具に関する研修は行っ

ていますか。 

 

イ 教育委員会等が行う教職員研修や外部研修の中で、固定遊具（安全点検の実施を含む）に

関する研修を受けたことがある教職員はいますか。 

 

③ 家庭地域との連携          （※固定遊具を中心に学校安全全般について） 

ア 「園だより」等を活用し、家庭や地域でも安全に関する取組が行われるよう、指導依頼や

情報提供などをしていますか。 

 

・役割分担と責任は、明確になっている。 

・緊急時対応は、事象別の対応フローを作成し、ラミネート加工し、職員が常に見られるようにしている。 

・確立している。自園だけでなく、関連園とも情報交換の機会を設け、学校安全等について話し合っている。 

 

・校内研修は行っていないが、事故の未然防止のための話し合いは職員会議等で行っている。 

・市が行う研修会に参加する等、外部の研修を受ける機会を積極的に作っているが、固定遊具に係る研修は

受けたことが無い。 

・「園だより」を活用し、家庭に指導依頼している。 

 

・マニュアルに沿った役割分担で事故対応に当たれた。職員が子供から目を離した際に起きてしまった事故

であったため、園庭での保育時に、子どもから目を離さないように全員で注意することを心がけている。 
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イ 固定遊具の安全な遊び方について、家庭向けに情報発信していることはありますか。 

 

（５）固定遊具における特徴的な対応事例 

ア 自園に限らず、固定遊具の事故等を踏まえ、設置された固定遊具自体に、または固定遊具

の利用ルール等に改善を加えた点があれば教えてください。 

 

イ 近年、新たに設置された固定遊具がある場合、安全面に配慮した特徴的なポイント等があ

れば教えてください。 

 

（６）その他 

日常的に、全国における遊具事故をはじめとした事故等に関する情報（点検の仕方等を含む）

はどのように入手していますか。 

 

 

（ぶらんこ） 

・事故を踏まえてではないが、使用しない時は座る部分を上に上げ、保育士の見守りができる時以外は使用

できないようにしている。 

（その他） 

・近年発生した事故を振り返ると、園庭から戻る際、職員が子供達を室内に誘導している中で、最後まで園

庭で遊んでいた子供から一瞬目を離した際に起きていた。事故後は、一人でも子供が園庭にいる間は園庭

全体を見守る職員を配置し、同じような事故が起こらないよう周知している。 

・引き渡し後、親同士が話している等の際に、暗くなった園庭で遊んでいる子供から目を離さないように注 

意を促している。 

・新たに設置された遊具はないが、数年前に固定遊具の設置面に衝撃吸収用のマットを敷いた。 

・インターネットや関連園、専門家からなるグループ等から入手している。 
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５ 新型コロナウイルス感染症防止にむけた取組事例の紹介 

令和２年に劇的な感染拡大を見せた新型コロナウイルス感染症については、国内外の感染

状況を見据えると、今後も長期的な対応が求められることが見込まれる。 

本調査研究における実状調査先の中から、感染症拡大防止にむけ、遊具をはじめ学校（園）

内の環境を整備する取組を行っている幼稚園の協力を得て、その取組を紹介する。 

 

（１）取組のきっかけとその内容 

園児の安全と保護者の安心のために、アルコール消毒液による園内の消毒を行うように

なった。街中の公園にある固定遊具は消毒されていないにも関わらず、公

園の固定遊具により感染したという事例は聞かないので、固定遊具を消毒

することで感染症防止にどれほどの効果があるかは不明だが、消毒を行う

ことによって少しでも意識を高められたら、と考え取り組んでいる。 

 

（２）具体的な取組（対物管理と対人管理） 
 固定遊具については１日１回、園児が降園した後、職員２名で外周りを消毒する際、

併せて消毒している。作業後には、消毒済で

あることが分かるように柵を立てている。

（消毒作業や園児への新型コロナウイルス感

染症対策の指導に当たっては、文部科学省の

「学校における新型コロナウイルス感染症に

関する衛生管理マニュアル（https://www.me

xt.go.jp/content/20201203-mxt_kouhou01-0

00004520_01.pdf）を参考にしている。） 

 

固定遊具のみならず、保育室内のテーブル

や椅子、遊具（ブロックやぬいぐるみ等）を

昼食時や降園後等、必要に応じてこまめに消

毒するようにしている。 

絵本やカードゲーム、ぬいぐるみ等、液だ

れするものは、布に消毒液を吹きかけて拭く

ようにしている。また職員は、園児の鼻をか

む手伝いをした時や排泄の援助をした時、す

ぐに手を洗うよう気を付けている。 

新型コロナウイルス感染症対策に伴って、遊具での遊び方の指導にも変化があった。具

体的には、密にならないよう注意を促す取組を行っている。その他、子供達に向けては、

手洗い時の指導（手洗い場が密にならないようテープで足元に目印を付ける等）も行うよ

うになった。  
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また、感染症対策について、職員の終礼時や１週間ごとの年次担任の打合せ等で都度情

報を共有することを心掛けている。 

さらに保護者には、園だよりと共に市作成のチラシを配布する等して、感染症への注意

喚起を行っている。特に園児や保護者が濃厚接触者となり PCR 検査をする際は、園に連絡

を入れるようにも周知している。 

感染者発生時の対応については、前述の文部科学省の衛生管理マニュアル以外に、県の

私立幼稚園連合会、市教育委員会、他県で作成している資料等を参考にするようにしてい

る。実際の発生時には、園と保護者が連携するとともに、速やかに園内の消毒が出来るよ

うに業者等も検討している。 

 

（３）感染症予防の取組の難しさ 
実際に取り組んでみると、園内全ての消毒

作業自体がかなり体力的に負担の大きい作業

である。園児が触る所を重点的に、と考える

が、際限が無いとも感じる。また、遊具の形状

から、ジャングルジム等は１本ずつ拭くこと、

砂や雪が入っている箇所はそれらを取り除い

てから消毒しなければならないこと等が大変

である。 

作業負荷の面以外に困難を感じている点

は、園児達と接する場面においてである。幼稚園では「人との関わり方」や「力を合わせ

る楽しさ」等を教えるが、新型コロナウイルス感染症対策として「近づきすぎてはいけな

い」ことや、従来であれば肌と肌を触れ合い打ち解ける場面で「タッチしない」等の指導

を行わなくてはいけないことから、日々の活動の際に苦労している。また、マスクを着用

することにより、教員・園児共にお互いの表情が分かり辛い点についても危惧している。

フェイスシールドや透明マスクの検討もしたが、マスクとの併用が推奨されているようで

あり、試行錯誤の日々である。 

 

（４）感染症予防の取組による気付き、良かったこと 
遊具の消毒に取り組む中で、塗装の剥げ等、小さなことに以前より早く気付くことが 

出来るようになったと感じている。 

また、園児自身が手洗いの重要性や飛沫による感染等、今まで教えたことが無かった言

葉を知り、それを意識出来るようになったことは感染症予防の取組の良い効果として現れ

ていると思う。最近では、食事中に大声で話をしている場面で、園児同士で「食べてから

話そう」と注意し合えるようになっている。園では、毎年秋頃から、風邪や胃腸炎等が増

えるものだったが、今年はそういったことが起きていない。体調不良の際は無理して登園

させないように保護者に依頼したこともあり、結果的に様々な感染症予防に繋がったと感

じている。  
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（５）感染症と共生する未来に向けて 
新型コロナウイルス感染症については、今後も長期的

な対応が求められると考えている。幼稚園では、園児と

生活をしなければいけないため、どのようなときに感染

するのかが明らかになれば、具体的な対応を検討するこ

とが可能となり、安心して園児と接することが出来るよ

うになるので、そういった情報の提供を望んでいる。 

例えば、毎年行ってきた年長児の小学校訪問等の行事

も、「感染症予防のため」という理由でただ中止になっ

てしまうことは、現状ではやむを得ないこととは言え、

園児自身が「経験することにより成長できる機会」を減らしてしまうことでもあるので、

的確な判断基準により、出来る限り子供の成長の機会を損なわずに、感染症防止も両立で

きるように取り組んで行きたいと考えている。 

 

 

冒頭にも記載したが、新型コロナウイルス感染症への対応には、今後も継続的かつ粘り強

く取り組んでいく必要があるところである。最新の知見が日々更新され、柔軟な対応を求め

られるこの未曽有の困難の中でも、学校（園）においては、持続的に児童生徒等の教育を受

ける権利を保障していくため、また、安心安全な保育環境を維持していくため、感染及びそ

の拡大のリスクを可能な限り低減した上で、学校（園）運営を継続していく必要がある。 

今回紹介させて頂いた前向きな取組をはじめ、既に現在、限られた時間の中で最大限の

取組を実践されている学校（園）現場の皆様に最大の敬意を表し、新型コロナウイルス感

染症の早期の収束を念じるとともに、引き続き、学校（園）現場への有益な情報発信を行

うことについて、決意を新たにするものである。 
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